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（仮称）川西市個人情報の保護に関する法律施行条例（素案）について 

 

個人情報の保護に関する法律（以下「法」という。）の改正を受け、「（仮称）川西市

個人情報の保護に関する法律施行条例（以下「法施行条例」という。）」の制定等を行い

ます。  

１ 法施行条例の制定理由  

国においては、社会全体のデジタル化に対応した「個人情報保護」と「データ流通」の

両立及び個人情報保護制度の国際的な調和を図るため、法が改正されることになりました。

改正後の法では、個人情報の定義や、個人情報の収集・利用・提供に係る制限規定が統一

化されるなど、民間事業者、国の行政機関、地方公共団体等において異なっていた制度体

系が抜本的に見直されています。  

これまで条例の規定に基づいて個人情報を取り扱ってきた地方公共団体は、令和５年４

月以降、法や国のガイドライン等に基づいて、個人情報の収集・利用・提供等を行うこと

となりますが、一部の事項については、地域の実情に応じて地方公共団体が条例で定める

ことができるため、本市においては開示請求に係る手数料、条例の運用状況などを法施行

条例で定めることとします。  

 

２ 法施行条例に規定する内容   

(1) 写しの交付に係る手数料  

情報公開制度や行政不服審査制度における写しの交付に要する費用との均衡のほか、

類似業務に係る手数料、近隣他市の状況を勘案し、写しの交付に係る手数料について検

討いたします。 

(2) 運用状況の公表  

現行条例においては、開示等請求の件数及び開示状況など現行条例の運用状況を毎年

公表することが定められていますが、法においては、公表する義務は定められていませ

ん。この点、個人情報保護事業における本市の主体的な公表体制を確保することは、個

人情報保護制度の適正な運営に資すると考えられることから、引き続き運用状況を公表

することとします。  
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３ 個人情報保護審議会、個人情報保護審査会、情報公開審査会の統合 

次に掲げる理由から、法の改正に合わせて、川西市情報公開条例を一部改正し、川西市

個人情報保護審議会、川西市個人情報保護審査会及び川西市情報公開審査会の担任事務を

合わせて所掌する新たな附属機関を設置することとします。  

(1) 改正後の個人情報保護法においては、個人情報の適正な取扱いを確保するため「専

門的な知見に基づく意見」を聴くことが「特に必要である」場合に限って、審議会等

に諮問することができることとしており、個人情報の取得、利用、提供、オンライン

結合等について、類型的に審議会等への諮問を要件とする条例を定めることは、今回

の法改正の趣旨に照らして許容されなくなること。 

(2) 開示等請求に係る決定に対する審査請求を審査する機関（川西市個人情報保護審査

会）は、法において「行政不服審査法第８１条第１項の機関」として設置することが

定められたこと。  

(3) 個人情報保護制度と情報公開制度は「両輪」であり、両制度に係る諮問事項は同一

の附属機関において担任することが望ましいこと。  

 

【現行】  

個人情報保護条例  情報公開条例 

個人情報保護審議会 個人情報保護審査会  情報公開審査会 

 

    【見直し後】   

（仮称）川西市個人情報保護・情報公開審査会条例 

（仮称）川西市個人情報保護・情報公開審査会 

 

４ 今後のスケジュール（予定）  

(1)  9月1日 川西市個人情報保護審議会委員委嘱(令和5年3月31日まで半年延長) 

(2)  9月下旬 第68回川西市個人情報保護審議会(法施行条例に係る審議) 

(3) 11月上旬 法施行条例に係る答申 

(4) 12月上旬 法施行条例に係る議案上程 

(5)  4月1日 法施行条例施行 

統合 
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